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和歌山県農業農村振興委員会「農業及び農山村の振興に係る第三者部会」 

平成２９年度会議の審議の概要 

 

１ 日  時 平成３０年３月２２日（木）１３：００～１５：００ 

２ 場  所  伊都振興局 ２階中会議室 

３ 内  容   

（１）審議事項１：事業の目標達成状況及び成果について 

    『農山漁村活性化プロジェクト支援交付金』 

       『強い農業づくり交付金』 

（２）審議事項２：平成３０年度の事業実施計画について 

（３）その他 

 

４ 出席者及び提出資料 別添のとおり 

 

５ 審議の概要 

    提出資料に基づき各担当者から説明を行い、第三者の視点から疑問点や改善点につい 

て意見を求めた。 

    委員から特に異議はなかった。 

  主な意見及び質問は以下のとおり。 

 

（１）審議事項１：事業の目標達成状況及び成果について 

農山漁村活性化プロジェクト支援交付金関係 

○（山下委員） 

    交流人口については、１年目より２年目、３年目の方が達成困難だと思う。人の流れ等、

状況は把握されているのか。 

☆（果樹園芸課） 

 鍋谷トンネル開通により時間的、距離的に短縮され、交通量は増加している。ただ、どこ

の地域からどの程度の人が来ているか把握できていないが、大半は大阪等の他府県からの来客

が多いと認識している。 

  ○（山下委員）  

    大まかでも構わないので分析していただき、２年目、３年目のイベント開催等における集

客に活かしていただきたい。 

    また、事業の採択要件で雇用を生み出すという項目があるが、かつらぎ町或いは和歌山県

の雇用促進につながっているのか。 

☆（果樹園芸課）  

数名程度、地元で雇用が創出されている。来客数の増加に伴い、雇用も増加していると聞

いている。 
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○（山下委員）  

今後も引き続き、ご指導をお願いしたい。 

○（西畑委員） 

    来客数は、平日と土日でどの程度、違うのか。イベント等がなければ、来客が少ないとい

うなら、その点について働きかけてはどうか。 

☆（果樹園芸課） 

    来客数については、平日は少なく、休日は多い。平日にイベントを実施することにより集

客につながるかどうかはわからないが、事業主体と一緒に話合いながら、考えていきたい。 

○（西畑委員） 

    観光バスは、どの程度、来ているのか。 

☆（果樹園芸課） 

    観光バスの来車は、まばらな状況である。まだ路線バスも走っておらず、日曜日のみ試験

的に走行している状況である。 

○（橋本委員） 

    様々なイベントが開催されているようだが、どのようなイベントが効果的か分析されてい

るのか。 

☆（果樹園芸課） 

    分析はしていない。実施しているイベントは、串柿づくり体験など。かつらぎ西パーキン

グエリアではイチゴ関連のイベントも開催している。 

○（橋本委員） 

    串柿づくり体験は、多くの人が集まって、かなり経済効果が出ているのか。 

☆（果樹園芸課） 

    イベントスペースはそれほど広くなく、人数が多くなると対応できない。詳細は把握でき

ていないので、調査しておく。 

○（橋本委員） 

周辺にいくつも競合する直売所がある。安定的に経営を維持し、地域農業の活性化に役立

てるには相当持続的な対応が必要になると思われる。 

 

強い農業づくり交付金関係 

○（山下委員） 

    天候の影響もあるとは思うが、できるだけ改善計画の中で達成できるように、行政がフォ

ローをしっかりやっていただければと思う。 

   気象的な要因で目標を達成できなかったというのは理解できるが、それ以外の要因で未達

成というのはあってはならないことだと思っているので、県をあげてご指導をお願いしたい。 
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○（岸上委員） 

    本県は、果樹生産が盛んな県。中山間地域の農業振興において、山椒は重要な品目。担い

手も含め、生産が増えていないのに、目標達成は厳しくなっていくのではないか。山椒は、目

標を達成できる見込みがあるのか。 

☆（果樹園芸課） 

    先ほどもご紹介させていただいたが、営農技術的な面では指導していきたいと考えている。 

    中山間地域の振興についても、市町村とともに手立てを考えていきたい。 

山椒については、収穫時期が年２回あり、生の出荷用は５月に、粉山椒等の出荷用は７～

８月に収穫する。労働力分散の観点でも、整備した施設は役に立っていると思うが、収穫労力

の確保や後継者の確保などの課題もある。単価的にはまずまず安定しており、山間部では有望

な品目であり、県としても奨励しているところ。 

  ○（岸上委員） 

    平坦地において、山椒は生産されていないのか。 

☆（果樹園芸課） 

    山椒は、やや日陰のところに適することもあり山間部での生産が多い。しかし、早い収穫

分は単価が高いので早出しをめざして平坦部でつくられているところもごく一部はある。そう

いう方法も有効かと思う。 

○（小山内委員） 

ブランド品や加工品の割合を目標に掲げているのは６次産業化の関係があると思われるが、

目標達成の案件に対し、課題や問題があるか。 

☆（果樹園芸課） 

    ブランド品の割合が目標となっている事業が多いが、これらは選果場での光センサー導入

によるものであり、ブランド品を増やそうということで取り組んでいる。マルチ栽培を中心に

据えることや適切な時期に適量かんがいを行うなど、品質管理の徹底を図り、高品質果実生産

の指導を行っていきたいと考えている。 

    和歌山県農業協同組合連合会のジュース工場については、既に製品として確立しているブ

ランド果汁「熟選工房」の割合の増加を目指している。また、県とＪＡで取り組んでいる厳選

出荷を踏まえ、加工品で付加価値をつけていくことを考えており、これらの割合の増加をめざ

している。 

○（小山内委員） 

厳選出荷の取組により、加工品に付加価値がついた価格になっているのか。 

☆（果樹園芸課） 

    厳選出荷の取組は平成27年度から取り組んでおり、加工品に付加価値がつくことはないが、

市場出荷された果実は、平成 29 年度では平成 26 年度価格と比べ 154%、1.5 倍になっている。

厳選出荷の取組が評価された結果と考えている。 
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○（橋本委員） 

P20 の取組については、生産量が少なかったため達成できなかったということなのか、それ

とも他の要因も重なってこういう状況になったのか。 

☆（果樹園芸課） 

    29 年産は数量がかなり少なかった。農協あげて出荷量の拡大に取り組んでいる。 

（２）審議事項２：平成３０年度の事業実施計画について 

  ○（岸上委員） 

    卸売市場の整備は、全面改修なのか。 

☆（食品流通課） 

    卸売市場法の改正が関係しており、今後の卸売市場法の具体的改正の状況に合わせて市

場の整理も進めていく予定。施設整備については、現施設を壊して、今ある場所に建設する

計画であり、業務には支障が出ないように進めていく。計画では、平成 34 年開場予定であ

るが、農林水産省からは全国的に整備が重なっており、限られた予算で執行するため、長め

の計画をとるように指導されているところ。 

○（岸上委員） 

    道の駅についても、現在の市場敷地内に整備するということなのか。 

☆（食品流通課） 

    敷地内の余剰地に整備する計画。ただし、事業としては別事業となる。 

○（山下委員） 

    かんきつ類の選果場の話は理解した。野菜や花きなどそれ以外の品目の取組についても

お聞かせいただきたい。 

☆（果樹園芸課） 

    野菜については、昨年度、日高川町で低コスト耐候性ハウスを整備し、その後、順調に

生産されている。これ以外に、植物工場の問合せもあった。また、最近では環境制御技術導

入への支援に係る問合せもあったが、環境制御の機械はあってもノウハウがまだまだ確立し

ておらず、データを収集している段階である。来年度以降、県農業試験場においても環境制

御の技術開発に取り組むことになっている。現場ではパイプハウスの支援に対する要望も多

く、パイプハウスの高度化やパイプハウスでも導入できる環境制御・省力化の要望があり、

県単独事業で対応しているところ。大規模で低コスト耐候性ハウスの要望がないわけではな

いが、投資額も大きく、パイプハウスでどのように生産環境を高めていくかということが今

後の課題の一つである。 

○（山下委員） 

    県財政も厳しい中、国庫補助事業を活用し、事業化できるよう事業の掘り起こしもお願

いしたい。 

○（橋本委員） 

    県内の農産物を加工して付加価値を高めていくことは重要と思われるが、加工施設関係

の要望はあまりないのか。 
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☆（果樹園芸課） 

加工関係では、今年度、ＪＡ紀南で事業実施し、昨年度も事業実施した。 

農林水産省では、強い農業づくり交付金や産地パワーアップ事業以外にも直接採択で６

次産業化に関する施策、経済産業省や総務省においても同様の事業があるので、補助率、採

択要件や成果目標等を総合的に判断し、事業主体がどの事業を活用するか選択している。 

○（橋本委員） 

    今回、諮問されるみかんの改植の品種はどのような品種か。 

☆（果樹園芸課） 

    宮川、向山など３品種。 

    改植事業については、各産地で振興品目を決め、事業を実施している。 

 

（３）その他 

○（小山内委員） 

根来さくらの里における月別販売額はどのようになっているのか。 

☆（果樹園芸課） 

    年間販売額で把握しており、詳細は把握していない。 

○（橋本委員） 

今回ご紹介いただいたのは大型直売所であるが、県内の道の駅と大型直売所の競合関係、

相乗効果などはどうなっているのか。 

☆（果樹園芸課） 

    基本的に施設が増えれば増えるほど競合する。直売所に出品される農家は創意工夫し、

スーパーの販売価格より少し安い値段で価格設定し、近隣スーパーとの競合に対応している。 

○（岸上委員） 

直売所はどんどん増えているが、一方で、全国的に生産は衰退している状況。生産者や

生産をどのように増やしていくかが大きい課題ではないか。 

県内直売所の中で、めっけもん広場では肉や魚の販売も行っている。全国的にも、レス

トランを併設するなど、いろいろ工夫している直売所もある。直売所の今後の動向を把握さ

れているのであれば教えてほしい。 

☆（果樹園芸課） 

    めっけもん広場は、財産処分の手続きをした上で今年度リニューアルし、肉と魚を販売

している。売上拡大をめざし、野菜だけでなく、肉や魚など幅広い品揃えを実現している。

また、従前よりイートインコーナーも設置し、店内で購入したものをそこで食べ、長時間滞

在でき、楽しんでいただけるよう考えている。飲食施設を併設するとなると、敷地の問題も

あり、難しい状況にある。 

全国的には、地元食材を使った食堂を併設した直売所が増えているが、県内でも地元食

材を仕入れ、調理を行って提供している直売所も出てきている。 
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○（橋本委員） 

    整備した施設が老朽化して、迷惑施設や負の遺産になったケースもあり、地域農業や地

域産業とうまく連携し、持続させていくかという視点が大切と考える。 

○（橋本委員） 

大型直売所は、地域住民の買い物の場としても重要である。めっけもん広場ではかつて

は地域外からの来客が多いと聞いていたが、地域内からの来客も増えているのか。 

☆（果樹園芸課） 

480 号線沿いには他の直売所もできているが、めっけもん広場については土日には駐車場

が常に満車状態で、まだまだ県外からの来客が多い状態です。 

○（橋本委員） 

    堺市の泉北ニュータウンの小さい直売所は、地域住民の買い物の場として重宝されてい

る状況。周辺農家も同直売所に出荷している。いろんな意味で直売所の機能は変わってきて

おり、直売所の存在価値が高まっている。 

 

終了 １５：００ 

 

６ 現地調査 

    ①農事組合法人きのくに農業村 水耕栽培施設  （１１：０５～１１：４０） 

   （橋本市隅田町上兵庫） 

    ②かつらぎ町 国道 480 号線沿地域連携販売力強化施設 （１５：２０～１５：４０） 

   （伊都郡かつらぎ町滝） 

 



和歌山県農業農村振興委員会「農業及び農山村の振興に係る第三者部会」
平成２９年度会議等の状況

標記部会の開催状況

現地調査①
　農事組合法人きのくに農業村　水耕栽培施設　（平成28年度　産地パワーアップ事業）

現地調査②
　かつらぎ町　国道480号線沿地域連携販売力強化施設 くしがきの里
　（平成24～28年度　農山漁村活性化プロジェクト支援交付金）






























































































